様式第１号（第５条、第８条関係）

登米市ビジネスチャンス支援事業（計画書・実績書）

	個別事業名
	空き店舗活用支援事業

	実施地域名
	登米市〇〇町地内

	事業者名称
及び代表者氏名
	株式会社〇〇　代表取締役　〇〇

	事業実施期間
	令和６年４月20日～令和７年３月31日なぜ、この事業が必要なのか。
事業の必要性・目的を交付申請書の「３・事業の目的」を参考に記入。


	補助対象事業
に要する経費
	２,２２０,０００円　

	補助金額
	７４０,０００円（千円未満の端数切捨て）

	必要性・目的
	

	登米市産の食材を活用した飲食店の開業により、市内での登米市産食材のＰＲと地産地消を推進するとともに、地域経済の活性化及び雇用の創出を図るため、市内○○町（旧：○○食堂）の空き店舗を活用し○○食堂をオープンします。

	内容・効果
	

	市内での登米市産食材のＰＲと地産地消を推進するとともに、地域経済の活性化及び雇用の創出を図る。事業を行うことによる期待される効果を交付申請書の「６・　事業の効果」を参考に記入。


	事業費内訳・収支（予算・決算）（円）

	
	区　　　分
	（予算・決算）額
	算出基礎・説明

	収入・財源内訳
	市補助金

自己資金

	740,000円

1,702,000円
計2,442,000円
	登米市ビジネスチャンス支援事業補助金




	支　　　出
	改修費
店舗賃借料
消費税
	　　　　
1,500,000円
720,000円
222,000円
計2,442,000円
	



（注）
１　個別事業によって附属資料を添付すること。
　２　実績報告の添付資料として提出する場合は、別表の提出は不要とする。

（別表）
事業計画（３年間）※事業内容によって目標項目は変更できるものとする。

	年　次
	目標項目

	
	稼働日数
（日/年）
	販売数量
（個/年）
	売上額
（円/年）
	出荷・販売先

	前年　
（　　　年度）
	過大な計画とならないよう、適宜、記入すること

	
	
	

	当年　　
（令和６年度）
	200日
	10,000人
	10,000,000円
	

	２年目
（令和７年度）
	300日
	18,000人
	18,000,000円
	

	３年目
（令和８年度）
	300日
	19,500人
	19,500,000円
	



事業費の計算書（空き店舗活用支援事業の場合のみ記入すること。）

	総事業費
	2,220,000円（全体額）

	市補助金
	740,000円（全体額）

	年度事業費
	2,220,000円（今年度分）

	　年度補助金
	740,000円（今年度分）（①+②）

	補助対象経費
(令和６年度)
	［算出根拠］

	
	店舗改修費
（税別）
1,500,000円
	店舗改修費(1,500,000円)×補助率(1/3)＝①500,000円
（※改修費補助限度額：500,000円）

	
	店舗賃借料
（税別）
720,000円
	店舗月額賃借料(60,000円)×月数(12か月)＝720,000円
店舗月額賃借料(60,000円)×補助率(1/3) ×月数(12か月)
＝②240,000円
（※月額賃借料が60,000円を超える場合は、60,000円と記載すること。）

	申請期間
（賃借料）
	令和６年４月分から令和７年３月分まで(12か月)

	年度事業費
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（次年度分）

	年度補助金
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（次年度分）（③）
（※店舗賃借料が年度をまたぐ場合に記入すること。）

	補助対象経費
（　　年度）
	［算出根拠］

	
	店舗賃借料
（税別）
　　　　円
	店舗月額賃借料(　　　円)×月数(　か月)＝　　　　　　 円
店舗月額賃借料(　　　円)×補助率(1/3) ×月数(　か月)
＝③　　　　 　円
（※月額家賃が60,000円を超える場合は、60,000円と記載すること。）

	申請期間
（賃借料）
	　　　　年　月分から　　　年　月分まで(　か月)


[bookmark: _GoBack]次年度にまたがる場合は赤枠内を記入してください。

